














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































主 I : I 
』 恥一
基r1 
* E--' C 
は* :I! 
量#
設
を
強
調
す
大てっ
た
だ
こ
の
系
統
図
に
は
難
点
が
残
っ
て
い
る
e
『
百
家
公
案
』
に
万
恥
暦
甲
午
刊
本
的
存
在
が
知
ら
れ
る
の
に
対
し
(
し
か
も
原
刊
本
で
は
新
な
い
て
『
幽
怪
詩
謂
』
の
巻
六
「
緑
薙
大
草
」
に
は
万
暦
甲
寅
と
あ
雌
り
、
そ
れ
が
『
百
家
公
案
』
の
刊
行
以
降
も
書
き
継
が
れ
て
い
た
こ
r
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
万
暦
甲
午
は
二
十
二
年
、
甲
寅
は
四
十
二
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
幽
怪
詩
語
』
的
成
立
刊
行
と
79 
「
氷
州
業
蛇
」
の
成
立
と
を
分
け
て
考
え
ぬ
限
り
、
C
↓
A
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
阿
部
泰
記
氏
に
よ
れ
ば
、
「
ま
ず
『
百
家
公
案
』
の
話
に
基
づ
い
て
『
詳
刑
公
案
』
の
話
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
『
律
条
公
案
』
が
『
詳
刑
公
案
』
の
話
を
採
録
」
し
た
と
い
い
、
し
か
も
「
『
龍
図
公
案
』
と
『
詳
刑
公
案
』
の
字
句
」
は
「
常
に
一
郎
γ
す
る
と
い
う
。
だ
が
D
「
鄭
知
府
」
と
C
「
判
焚
永
州
」
の
関
係
に
限
っ
て
は
そ
こ
ま
で
断
ず
る
こ
と
は
難
し
そ
う
だ
。
こ
の
あ
た
り
も
っ
と
複
雑
な
成
立
過
程
が
医
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
後
考
に
待
ち
た
い
。
A
↓
C
で
な
く
こ
こ
で
『
幽
怪
詩
諦
』
の
九
十
六
篇
(
総
目
は
巻
六
を
「
十
七
則
」
と
す
る
が
、
実
際
に
は
十
九
篇
あ
る
)
を
お
よ
そ
の
時
代
背
景
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
小
説
、
と
り
わ
け
文
言
の
小
説
は
平
和
な
太
平
の
御
世
よ
り
戦
乱
の
時
代
、
言
い
換
え
れ
ば
朝
代
の
変
わ
り
目
の
時
代
を
扱
う
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
こ
れ
も
一
定
の
傾
向
を
つ
か
む
よ
す
が
と
は
な
ろ
う
。
九
十
六
篇
中
最
も
多
い
も
の
は
宋
金
町
三
十
五
篇
で
、
明
の
二
十
四
篇
、
元
の
十
八
篇
、
時
代
が
明
示
さ
れ
ぬ
も
の
十
四
篇
、
五
代
以
前
五
篇
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
こ
の
う
ち
に
は
元
町
元
統
初
年
の
掲
後
斯
を
主
人
公
と
す
る
「
士
口
塚
談
玄
」
の
ご
と
く
、
時
代
を
ま
っ
た
く
変
『
異
苑
』
の
陸
機
が
王
弼
の
墓
に
入
っ
た
話
を
下
敷
き
に
え
つ
つ
も
80 
し
た
と
わ
か
る
作
品
も
あ
る
の
だ
が
、
一
般
的
に
は
五
代
以
前
の
五
篇
や
時
代
の
明
示
さ
れ
ぬ
十
四
篇
の
な
か
に
唐
代
以
前
向
志
怪
・
伝
奇
小
説
に
も
と
づ
く
作
品
が
存
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
な
か
で
そ
れ
と
容
易
に
わ
か
る
の
が
巻
一
の
「
江
筆
肢
士
」
と
「
科
斗
郎
君
」
で
あ
る
。
前
者
は
斡
愈
の
「
毛
頴
伝
」
に
、
後
者
は
『
玄
慢
録
』
の
「
来
君
紳
」
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
科
斗
郎
君
」
を
「
来
君
紳
」
と
対
照
し
つ
つ
紹
介
し
て
お
こ
う
。
科
斗
郎
君
来
君
締
者
、
欄
管
来
龍
之
由
同
也
。
陪
場
帝
征
遼
、
十
二
軍
尽
没
、
来
諮
坐
法
受
裁
、
場
帝
欲
尽
訴
其
挟
属
。
君
縛
憂
憾
連
妹
、
因
与
秀
才
羅
巡
・
羅
滋
・
李
万
進
結
為
奔
走
之
友
、
共
亡
命
至
海
州
白
黒
夜
迷
路
、
路
穿
有
灯
火
、
因
与
共
投
之
。
来
君
綿
陪
場
帝
征
遼
、
十
二
軍
尽
没
、
綿
管
来
殻
坐
法
受
裁
、
場
帝
尽
欲
抹
其
諸
子
。
君
紳
憂
惟
連
株
、
因
与
秀
才
師
軸
巡
・
羅
准
・
李
万
進
結
為
奔
走
之
友
、
共
亡
命
至
海
州
。
夜
黒
迷
路
、
路
穿
有
灯
火
、
因
与
共
投
之
。
以
上
は
冒
頭
の
部
分
だ
が
、
多
少
の
書
き
足
し
ゃ
前
後
の
入
れ
替
え
は
あ
っ
て
も
同
文
と
み
な
せ
る
。
以
下
も
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
君
綜
(
「
来
君
縛
」
で
は
李
万
進
)
が
宿
の
主
人
威
汚
蝶
に
そ
の
華
宗
を
聞
き
、
威
汚
壌
が
「
我
本
田
氏
、
山
山
於
斉
威
玉
、
亦
有
桓
丁
之
類
、
何
足
下
之
不
学
耶
」
と
応
酬
し
た
あ
と
に
大
き
な
挿
入
部
分
が
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
引
く
。
尚
有
但
語
、
請
得
備
陳
。
衆
皆
傾
聴
、
汚
塊
乃
回
天
不
尺
功
、
万
類
混
生
、
地
不
愛
沢
、
大
塊
蔵
形
、
安
居
草
野
、
不
渉
市
背
骨
、
夏
畦
見
病
、
春
蚕
就
烹
、
我
惟
悟
静
、
衆
酔
我
醒
、
与
物
無
競
、
伊
誰
云
憎
、
渇
飲
賞
泉
、
飢
准
土
堤
、
貴
無
友
生
、
抵
矧
為
郷
、
出
且
無
巻
属
、
嫡
牛
足
親
、
子
孫
衆
多
、
千
百
成
群
、
碕
欺
休
哉
、
執
敢
与
倫
。
こ
の
あ
と
「
歌
既
、
嫡
児
挙
方
丈
盤
至
」
と
ま
た
原
文
に
も
ど
る
の
だ
が
、
こ
の
相
違
に
よ
り
、
碧
山
臥
樵
が
「
来
君
縛
」
を
と
り
あ
げ
、
吋
科
斗
郎
君
」
と
改
め
て
『
幽
怪
詩
諦
』
に
収
め
た
目
的
が
よ
く
わ
か
る
。
碧
山
臥
樵
は
こ
の
「
但
語
」
を
読
者
に
披
露
し
た
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
先
の
「
月
下
良
縁
」
や
「
途
次
悲
妻
」
で
も
、
棚
苓
居
士
が
「
張
子
野
涜
沙
渓
、
不
似
此
雅
鹿
」
「
何
用
読
柏
舟
詩
」
と
賛
辞
を
呈
し
た
七
言
十
四
句
の
曲
(
美
人
が
枕
上
で
世
良
に
奉
っ
た
も
の
)
や
西
江
月
の
詞
(
蒋
淑
英
の
幽
霊
が
街
傑
に
詠
ん
で
聞
か
せ
た
も
の
)
こ
そ
が
重
要
だ
っ
た
は
ず
だ
。
問
題
の
「
永
州
業
蛇
」
唯
一
の
韻
文
た
る
先
の
七
号
一
口
律
詩
が
碧
山
臥
樵
の
作
で
な
か
っ
た
り
、
単
に
字
句
の
一
部
を
改
め
た
だ
け
の
も
の
な
ら
、
「
永
州
業
蛇
」
を
『
幽
怪
詩
語
』
に
収
め
る
そ
も
そ
も
の
意
味
が
な
く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。と
こ
ろ
で
、
「
来
君
紳
」
に
限
ら
ず
、
『
幽
怪
詩
語
』
に
は
『
玄
怪
録
』
の
影
響
が
強
く
み
て
と
れ
る
。
『
玄
怪
録
』
に
は
「
元
無
有
」
と
い
う
短
篇
が
あ
る
。
こ
れ
は
郊
野
町
空
荘
に
雨
宿
り
し
た
元
無
有
の
と
こ
ろ
へ
四
人
の
ば
け
も
の
(
実
は
杵
、
燭
台
、
水
桶
、
破
鎗
)
が
出
て
来
て
そ
の
正
体
を
暗
示
す
る
詩
を
詠
む
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
，
の
趣
向
、
詩
の
腕
前
を
存
分
に
発
揮
出
来
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
碧
山
臥
樵
に
い
た
く
気
に
入
ら
れ
、
多
用
さ
れ
た
。
巻
一
に
例
を
と
ろ
う
。
「
寄
寓
観
奇
」
で
は
湯
婆
・
機
梓
・
一
尺
が
、
「
木
受
憐
材
」
で
は
梧
桐
・
楓
・
楊
柳
・
桑
竹
が
、
「
花
神
街
嗣
」
で
は
葵
・
棺
・
紫
被
・
蘭
が
登
場
し
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
な
か
で
「
木
史
憐
材
」
は
、
先
に
言
及
し
た
『
西
遊
記
』
第
六
十
四
囲
内
、
さ
ら
わ
れ
た
三
歳
法
師
が
木
仙
庵
で
檎
・
柏
・
松
・
丹
楓
・
杏
向
精
と
詩
を
詠
む
場
面
を
初
御
と
さ
せ
る
。
こ
の
ほ
か
巻
六
円
「
賞
紹
口
怪
」
も
『
西
遊
記
』
の
貰
J
風
大
王
を
息
わ
せ
る
か
ら
、
両
篇
と
も
『
西
遊
記
』
か
ら
換
骨
奪
胎
ー
さ
れ
た
可
能
性
が
強
か
ろ
う
。
ほ
閑
話
休
題
、
『
幽
怪
詩
謂
』
は
怨
霊
よ
り
は
風
雅
な
幽
怪
を
、
幽
霊
ぺ
よ
リ
は
精
怪
を
描
く
こ
と
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
「
観
灯
つ
揖
館
」
の
ご
と
き
は
い
わ
ば
例
外
中
町
例
外
で
あ
る
。
精
怪
に
は
物
恥
怪
・
動
物
怪
・
樹
怪
も
あ
っ
た
が
、
圧
倒
的
に
目
立
つ
の
が
花
怪
花
詩
妖
で
あ
る
。
ち
な
み
に
巻
二
を
例
に
と
れ
ば
、
賞
自
の
菊
、
水
仙
・
川
町
紅
建
・
荷
葉
・
賀
直
・
紅
琴
、
木
櫨
・
金
鳳
・
金
銭
・
芭
蕉
、
桜
桃
・
枇
杷
・
楊
梅
・
桃
実
、
有
薬
・
梨
花
・
杜
鵠
・
茶
蔵
、
桃
-
李
杏
・
1
 
8
海
裳
・
牡
丹
な
ど
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
花
的
乱
舞
は
唐
代
的
伝
奇
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
さ
す
が
「
花
の
文
化
が
未
曽
有
の
活
況
を
呈
し
た
」
明
一
清
の
交
に
誕
生
し
た
志
怪
・
伝
奇
小
説
集
と
の
【ロ】
感
を
い
だ
か
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
文
化
背
景
に
よ
っ
て
、
白
話
小
説
で
は
『
鏡
花
縁
』
が
、
文
言
小
説
で
は
『
柳
斎
志
異
』
が
誕
生
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
機
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
後
書
先
的
拙
著
は
以
下
の
ご
と
く
前
回
灯
ニ
話
の
特
徴
を
ま
と
め
た
う
え
、
い
と
し
い
幽
霊
、
た
た
る
幽
霊
、
さ
ま
よ
え
る
幽
霊
に
分
け
、
そ
の
諸
篇
を
分
析
紹
介
し
た
。
現
灯
二
話
に
は
、
唐
代
的
伝
奇
小
説
と
く
ら
べ
、
二
つ
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
が
存
す
る
。
幽
霊
・
妖
怪
に
か
か
わ
っ
た
り
、
い
さ
さ
か
風
紀
上
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
作
品
が
多
い
こ
と
が
そ
の
一
で
あ
り
、
唐
代
で
は
『
遊
仙
窟
』
の
み
に
用
い
ら
れ
た
四
六
耕
健
文
が
盛
ん
に
使
わ
れ
、
詩
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
二
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
脚
斎
志
異
』
に
も
こ
わ
い
幽
霊
は
出
て
来
る
し
、
風
紀
上
芳
し
か
ら
ぬ
作
品
も
存
す
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
印
象
深
い
の
が
花
妖
・
樹
妖
の
新
鮮
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
の
転
換
点
、
に
立
つ
作
品
と
し
て
、
『
幽
怪
詩
語
』
的
存
在
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
82 
日
(
l
)
阿
世
と
も
京
行
柿
・
侯
忠
義
嗣
『
中
国
文
言
小
説
書
目
』
な
ど
に
著
録
き
れ
な
い
。
(
2
)
『
中
国
小
説
史
へ
の
視
点
』
「
叩
幽
霊
さ
ま
ざ
ま
|
伝
奇
小
説
的
変
避
、
そ
の
二
L
(
放
送
大
学
出
版
教
育
振
興
会
、
一
九
八
七
年
三
月
)
(
3
)
『
北
京
図
書
館
古
籍
普
本
出
目
』
(
番
目
文
献
出
版
社
‘
刊
年
不
詳
)
者
持
の
『
湖
海
新
聞
夷
隅
続
志
』
刊
行
町
書
除
。
な
お
同
じ
郭
帯
鳳
町
手
に
な
リ
、
『
湖
山
間
新
聞
夷
田
町
統
志
』
の
姉
妹
簡
と
思
し
き
『
江
湖
紀
附
』
に
は
、
至
E
十
六
年
に
『
広
制
』
を
刊
行
し
た
翠
岩
精
舎
に
よ
る
垂
刊
本
も
あ
っ
た
よ
う
だ
(
大
述
図
書
館
に
抄
本
が
蔵
さ
れ
る
)
.
翠
岩
崎
舎
は
、
張
秀
民
『
中
国
印
刷
史
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
九
月
)
に
よ
れ
ば
、
建
陽
剖
君
佐
の
普
却
と
い
う
。
碧
山
梢
A
世
間
に
も
建
陽
劉
氏
の
番
却
で
あ
る
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。
(
4
)
大
木
康
「
俗
山
集
『
掛
校
児
』
に
つ
い
て
橋
夢
龍
『
山
政
』
の
研
究
目
補
説
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
O
七
冊
、
一
九
八
八
年
一
O
月
)
参
岡
町
こ
と
。
(
5
)
『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
刊
年
に
つ
い
て
は
馬
泰
来
「
麻
城
劉
家
和
《
金
瓶
栴
》
」
(
『
中
華
文
史
論
議
』
一
九
八
二
年
第
一
純
、
一
九
八
二
年
三
月
)
な
ど
に
見
え
る
。
(
6
)
鑑
賞
中
図
的
古
典
(
幻
)
『
中
国
小
説
選
』
「
総
説
」
、
角
川
書
庖
、
一
九
八
九
年
一
一
月
。
(
7
)
明
盛
干
斯
『
休
落
影
垣
間
』
勺
西
進
記
誤
」
円
引
く
周
如
山
内
言
葉
。
(
B
)
『
抑
灯
新
話
』
B
の
テ
キ
ス
ト
に
は
朔
灯
新
話
読
書
告
に
よ
る
『
前
田
灯
新
話
校
訂
』
(
中
国
文
学
評
論
社
、
一
九
八
五
年
九
月
)
を
、
『
百
家
公
案
』
C
に
は
蓬
左
文
庫
本
を
、
『
詳
刑
公
案
』
D
に
は
大
迎
市
図
書
館
本
町
泊
印
本
を
(
詳
し
く
は
『
中
哲
文
学
会
報
』
第
七
号
所
収
町
「
『
油
印
明
消
善
本
小
説
披
書
』
に
つ
い
て
旧
大
連
図
書
館
蔵
本
町
行
〈
方
」
を
参
服
さ
れ
た
い
て
『
龍
図
公
案
』
に
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
宕
石
文
庫
本
を
使
用
し
た
。
(
9
)
ち
な
み
に
「
永
州
業
蛇
」
の
七
言
律
詩
を
引
い
て
お
〈
(
括
弧
内
は
「
判
焚
永
州
」
で
の
相
違
)
。
租
類
生
来
毒
所
銀
(
鐙
)
深
山
大
沢
慣
潜
践
(
跡
)
開
喉
一
旦
能
呑
象
服
気
三
年
解
化
龍
斬
後
劉
邦
興
帯
主
(
業
)
埋
時
孫
叔
有
陰
功
身
長
九
尺
(
万
)
人
知
否
経
過
昆
掃
第
一
峰
(
峯
)
(
印
)
「
明
代
公
衆
小
説
的
編
纂
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
九
集
、
一
九
八
七
年
一
O
月
)
に
よ
る
。
な
お
拙
論
「
公
案
話
本
か
ら
公
案
小
説
集
へ
「
丙
部
小
説
之
末
流
」
の
話
本
研
究
に
占
的
る
位
置
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
七
号
、
一
九
八
二
年
五
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
日
)
『
玄
怪
録
』
の
テ
キ
ス
ト
は
程
毅
中
点
校
の
古
小
説
識
刊
本
(
一
九
八
二
年
九
月
、
中
華
書
局
)
に
よ
っ
た
。
(
ロ
)
告
山
究
「
明
清
時
代
に
お
け
る
花
町
文
化
と
習
俗
」
(
『
中
国
文
学
論
集
』
第
一
三
号
、
一
九
八
四
年
二
一
月
)
に
よ
る
。
